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教
育
・
研
究
面
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
建
学
の
精
神
は
「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の

育
成
」
で
す
が
、
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
２
０
２
７
年
に
向
け
て
、「
ア

ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」
を
目

標
に
掲
げ
、
本
学
を
「
世
界
に
学

び
、
世
界
に
貢
献
す
る
理
工
系
人
材

の
育
成
の
場
」
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
推
進
し
て
お
り
、
昨
年
度
実

績
で
本
学
か
ら
の
海
外
派
遣
留
学
生

１
６
７
１
人
、
海
外
か
ら
の
受
け
入

れ
留
学
生
約
１
４
９
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
２
０
１
７
年
度
の
協

定
等
に
基
づ
く
日
本
人
学
生
派
遣
数

の
多
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
本
学

は
５
位
と
な
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
よ
る
研
究
力
強
化
に
向

け
て
、
外
国
人
教
員
を
積
極
的
に
採

用
し
て
お
り
、
３
０
８
人
中
37
人
が

外
国
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観
点
か

ら
女
性
教
員
も
63
人
と
、
理
工
系
の

大
学
と
し
て
は
か
な
り
多
い
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
学
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
２

種
類
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
で

は
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
を
必
修

化
し
た
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
で
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度

に
は
工
学
部
に
海
外
留
学
生
向
け
の

「
先
進
国
際
課
程
」
を
開
設
し
ま

す
。
学
部
教
育
を
す
べ
て
英
語
で
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
１
年
生
か
ら

研
究
室
に
入
り
、
最
先
端
研
究
に
触

れ
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を

考
え
て
お
り
、
将
来
的
に
は
全
学
部

と
日
本
人
学
生
に
も
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
た
な

校
舎
の
建
設
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
研
究
力
強
化
を
考
え
る

と
、
新
た
な
研
究
拠
点
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
２
０
２
２
年
の
完
成
を

目
指
し
て
地
上
14
階
建
て
の
豊
洲
第

二
校
舎
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

資
源
に
乏
し
い
日
本
が
成
長
を
続

け
る
た
め
に
は
科
学
技
術
立
国
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に

資
す
る
人
材
育
成
に
は
、
本
学
の
役

割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

技
術
者
と
な
っ
て
世
界
的
課
題
を
解

決
し
た
い
と
い
う
若
者
に
も
、
海
外

と
積
極
的
な
交
流
が
で
き
る
本
学
は

魅
力
的
な
存
在
で
あ
り
、
ぜ
ひ
進
学

し
て
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
・
研
究
面
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
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速

世
界
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す
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技
術
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成
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「
学
生
は
人
才
」
と
い
う
表
現

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
図
は
？

　

私
は
「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
視

点
に
立
ち
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
才

能
と
個
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
と

い
う
意
味
を
こ
め
て
、「
人
材
」
や

「
人
財
」
で
は
な
く
、「
人
才
」
の

文
字
を
使
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
役

割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
潜
在
的
に
持
っ

て
い
る
「
才
智
」
を
掘
り
起
こ
し
、

社
会
に
貢
献
す
る
有
為
な
「
人
才
」

と
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
理
念
で
あ
る
「
仏
教
の
教

え
と
禅
の
精
神
」は
、現
代
に
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

技
術
革
新
や
情
報
化
が
急
速
に
進

展
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
複
雑
で

多
面
的
な
社
会
状
況
に
対
応
で
き
る

人
才
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
仏
教
で
い
う「
柔
軟
心
」が
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
知
識
を
社

会
に
役
立
て
る
た
め
の「
智
慧
」と
、

他
者
を
思
い
や
る
「
慈
悲
」
に
裏
打

ち
さ
れ
た
し
な
や
か
な
精
神
こ
そ

が
、
現
代
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
一
つ
と
っ
て

も
、
人
間
の
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
第
四
次
産
業
革

命
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
も
根
本
に

は
人
間
存
在
が
あ
り
ま
す
。
専
門
的

な
知
識
や
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
と
同
時
に
対
人
的
な
調
整
能
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め

ら
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
智
慧
と
慈

悲
を
身
に
つ
け
、
自
己
形
成
を
図
ろ

う
と
す
る
本
学
の
教
育
理
念
は
い
つ

の
時
代
に
あ
っ
て
も
古
び
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。

　
　

教
学
環
境
の
整
備
や
、
教
育
・

研
究
面
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
校
１
３
０
周
年
を
記
念
し
た

「
種
月
館
」
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
適
し
た

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
教
室
な
ど
が
あ

り
、
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
か
ら

教
学
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
幅

広
い
教
養
教
育
・
外
国
語
教
育
に
よ

る「
駒
澤
人
育
成
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
本
格
化
し
て
お
り
、
本
学
の
一
員

た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
、「
禅
と
心
」
研
究
の
学

際
的
国
際
的
拠
点
と
な
る
べ
く
「
禅

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
が
進
行
し

て
い
る
ほ
か
、公
開
講
座
や
玉
川
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
は
地
域
の
方
に
も
多
く
参

加
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
を
現
代
に
生
か
す

「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
視
点
に
立
ち

　
　

社
会
変
革
の
時
代
、
ど
の
よ
う

な
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
か
。

　

社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
共
に
デ

ー
タ
駆
動
型
へ
シ
フ
ト
し
、
こ
れ
ら

に
向
き
合
い
新
し
い
社
会
を
創
造
す

る
人
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
問
わ
れ
る
の
は
人
間
性
で
す
。

多
様
性
あ
る
国
際
社
会
で
信
頼
を
得

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、「
人
間
と
は
、

人
間
中
心
の
社
会
と
は
何
か
」
と
い

う
本
質
的
な
課
題
に
直
面
し
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
を
切
り
開
く
リ
ー
ダ

ー
は
、
備
え
る
智
に
創
造
性
を
持
た

せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
い
専

門
性
と
深
い
教
養
を
発
揮
す
る
こ
と

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
着
想
を

生
み
、
新
た
な
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
力
を
創
出
し
ま
す
。

　
　

「
基
盤
力
」
と
は
何
で
す
か
。

　

自
分
の
立
ち
位
置
を
見
極
め
、
社

会
に
貢
献
し
、
自
分
自
身
の
信
念
を

貫
く
た
め
に
は
、
国
際
通
用
性
と
創

造
性
に
溢
れ
る
智
の
基
盤
が
必
要
で

す
。
学
部
教
育
は
学
び
の
最
終
機
会

で
は
な
く
、
社
会
に
出
て
50
年
学
び

続
け
る
た
め
の
基
盤
を
身
に
付
け
る

機
会
と
言
え
ま
す
。
デ
ー
タ
駆
動
型

社
会
へ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
も
必
要
で

す
。
一
体
我
々
人
間
は
Ａ
Ｉ
に
何
を

問
う
の
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
リ
テ
ラ

シ
ー
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
複
合
的
視
座
の
獲
得
も
重
要

で
す
。学
際
的
、融
合
的
な
学
び
の
機

会
、
経
験
・
実
践
に
よ
る
学
び
の
応

用
も
基
盤
力
の
要
素
に
な
り
ま
す
。

　
　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た

新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
く

だ
さ
い
。

　

本
学
で
は
、人
間
性
の
陶
冶
、専
門

軸
の
構
築
、
国
際
通
用
性
と
創
造
性

を
有
す
る
教
養
教
育
、
新
時
代
の
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
、経
験
・
実
践
機
会
な

ど
を
重
視
し
て
、
全
学
教
育
体
系
を

再
構
築
し
て
い
ま
す
。
特
に
教
養
教

育
と
専
門
教
育
が
有
機
的
に
結
合
し

た
新
し
い
応
用
力
を
創
出
す
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
、Sophia 

P
rogram

 for S
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Futures

と
呼
ば
れ
る
英
語
に
よ

る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま

す
。
持
続
可
能
社
会
を
、
社
会
学
、

教
育
学
、新
聞
学
、経
済
学
、経
営
学
、

Global Studies

の
６
学
科
７
分
野

の
立
場
か
ら
考
え
ま
す
。
こ
こ
に
属

す
る
学
生
は
共
通
の
コ
ア
科
目
の
授

業
も
受
け
、
社
会
の
持
続
可
能
性
を

多
面
的
に
捉
え
、
多
角
的
に
議
論
す

る
機
会
を
得
る
の
で
す
。

　

上
智
大
学
は
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
先

を
展
望
し
な
が
ら
新
た
な
教
育
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
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理工学部機械工学科卒、1994年同大
学大学院理工学研究科機械工学専攻
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2014年グローバル化推進担当理事補
佐、2015年国際協力人材育成センター
長等を経て、2017年上智大学長に就
任。
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国
際
通
用
性
と
創
造
性
を
備
え
た

「
基
盤
力
」
溢
れ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む

1970年お茶の水女子大学理学部生物
学科卒業。1972年同大学大学院理学研
究科修士課程修了。1976年東京大学大
学院医学系研究科博士課程修了後、ニ
ューヨーク市公衆衛生研究所研究員。
お茶の水女子大学助手、講師、教授、理
学部長、理事・副学長を経て2015年よ
り現職。医学博士。日本学術会議会員、
㈱ブリヂストン社外取締役等を歴任。

　
　

貴
学
の
使
命
と
教
育
理
念
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

１
８
７
５
年
の
創
立
以
来
、
日
本

の
女
子
教
育
の
先
達
と
し
て
道
を
切

り
拓
い
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
「
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
す
べ
て
の
女
性
に
と

っ
て
、
真
摯
な
夢
の
実
現
の
場
と
し

て
存
在
す
る
」
と
の
理
念
の
も
と
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
持
ち
、

未
来
を
担
う
女
性
た
ち
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
社
会
を

創
る
女
性
た
ち
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し

い
学
び
の
場
は
、
旧
来
の
性
に
よ
る

役
割
意
識
か
ら
開
放
さ
れ
、
自
由
に

自
身
の
資
質
・
能
力
を
開
発
で
き
る

女
子
大
学
だ
と
考
え
ま
す
。
画
一
的

な
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら

責
任
を
も
っ
て
、
活
動
の
中
心
に
身

を
置
い
て
挑
戦
で
き
る
本
学
で
の
経

験
は
、
学
生
の
自
立
心
を
高
め
、
変

化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
も
、
柔

軟
な
思
考
力
と
適
切
な
判
断
力
で
、

平
和
で
幸
せ
な
社
会
を
創
る
こ
と
に

貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　

２
０
１
９
年
度
よ
り
全
学
部
の

１
・
２
年
生
対
象
に
数
理
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
」
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」
、「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
な
ど
、
特
色

あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
豊

か
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
大
き
な
変
動
の
時
代
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
特
に
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
技
術
革
新
が
進

み
、
文
系
理
系
を
問
わ
ず
、
様
々
な

数
値
デ
ー
タ
を
理
解
・
駆
使
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

よ
り
文
系
学
生
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
文
理
融
合
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
全
学
部
の

１
・
２
年
生
を
対
象
に
開
講
し
ま
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
卒
業
研
究
、
実

社
会
、
実
生
活
で
必
要
な
数
理
デ
ー

タ
を
理
解
で
き
る
基
礎
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

国
際
感
覚
が
養
え
る
環
境
を
整

備
し
ま
し
た
が
。

　

人
々
の
多
様
性
を
互
い
に
包
摂
す

る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」
の
観
点
か
ら
、
若
い
女

性
た
ち
が
多
様
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を

持
つ
人
々
と
深
く
理
解
し
あ
い
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
で
き

る
よ
う
、
現
在
ま
で
に
29
カ
国
80
大

学
と
の
間
で
交
流
協
定
を
締
結
。

２
０
１
９
年
３
月
に
は
「
国
際
交
流

留
学
生
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
本
学
学
生
、
留
学
生
、
同
窓

生
、
地
域
の
方
々
が
集
い
、
互
い
の

文
化
や
考
え
方
を
学
び
合
う
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し

社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

国際日本学部（2020年４月開設）

　
　

来
春
、
国
際
日
本
学
部
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
14
年
ぶ
り
と
な
る
新
し
い
学

部
「
国
際
日
本
学
部
」
は
、
文
化
へ

の
深
い
理
解
と
交
流
を
学
び
の
基
軸

と
す
る
学
部
で
す
。
こ
の
学
部
で
は

「
文
化
交
流
、
多
文
化
共
生
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
深
い
専
門
性
と
幅
広
い
教
養
を

兼
ね
備
え
た
、
世
界
と
日
本
、
地
域

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
文
化
交
流
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
「
国

際
文
化
交
流
学
科
」
、
日
本
文
化
を

学
ぶ
「
日
本
文
化
学
科
」
、
歴
史
・

民
俗
学
を
学
ぶ
「
歴
史
民
俗
学
科
」

の
３
学
科
体
制
で
、
多
様
な
文
化
や

価
値
観
を
理
解
し
、
足
元
に
あ
る

「
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ（
根
）」と
広
い
世
界
に

羽
ば
た
く「
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ（
翼
）」を
と

も
に
学
ぶ
学
部
と
な
り
ま
す
。

　
　

２
０
２
１
年
に
は
新
キ
ャ
ン
パ

ス
も
誕
生
し
ま
す
。

　

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
は
国
際
的

な
企
業
が
多
く
誘
致
さ
れ
る
な
ど
、

世
界
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と
し
て

急
速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地

に
本
学
の
中
で
も
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
に
重
点
を
置
く
外
国
語
学
部
、

国
際
日
本
学
部
、
経
営
学
部
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社

会
、
そ
し
て
世
界
に
開
か
れ
た
大
学

教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
低
層
階
は
市
民
に
開
か
れ
た

空
間
と
し
、
人
々
の
自
由
な
交
流
と

賑
わ
い
を
創
出
す
る
ほ
か
、
産
官
学

連
携
の
中
核
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム「
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

の
設
置
も
計
画
し
て
お
り
、
す
で
に

い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行

し
て
い
ま
す
。新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、国

内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
の
学
生
が

集
い
、多
様
な「
知
」が
交
流
す
る
新

た
な
学
び
の
拠
点
と
な
る
の
で
す
。

　
　

そ
の
よ
う
な
動
き
は
国
連
が
採

択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
創
立
者
で
あ
る
米
田
吉

盛
先
生
が
、「
教
育
は
人
を
造
る
に

あ
り
」
と
説
い
て
以
来
、
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
の
叡
智
に
基

づ
く
教
育
重
視
の
伝
統
を
堅
持
し

て
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は

１
９
３
３
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
給

費
生
試
験
な
ど
、
本
学
の
理
念
や
取

り
組
み
の
数
々
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精

神
に
も
符
合
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
類
の
課
題
解
決
の
た
め

の
学
び
を
通
じ
、
21
世
紀
を
生
き
抜

く
実
践
的
能
力
と
国
際
的
感
性
を
身

に
つ
け
た
「
良
識
あ
る
市
民
」
を
育

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大阪大学博士（経済学）。2013年経済学部
長兼第二経済学部長、2016年4月より現
職。文部科学省大学設置・学校法人審議
会大学設置分科会特別委員、公益財団法
人大学基準協会理事、日本サラマンカ大
学友の会理事、神奈川県日中友好協会副
会長、山形県総合政策審議会会長なども
務める。山形県出身、64歳。

新
学
部
・
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
を
軸
に

人
類
の
諸
課
題
を
解
決
し
う
る
人
材
を
育
成

大学総長･
学長への
インタビュー

大学総長･大学総長･
学長への学長への
インタビューインタビュー

大学総長･
学長への
インタビュー

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

我が国の大学を絶えざる挑戦と創造の場へと再生することは、日本が再び
世界の中で競争力を高め、｢日本再生｣の輝きを取り戻すうえでも非常に重要です。

大学力の向上こそ日本力増進の鍵と言えるのではないでしょうか。
株式会社日本ドリコム　代表取締役社長　小林 淳一郎

P R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコムP R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコムP R  〈企画･制作〉産経新聞社メディア営業局　〈企画･協力〉株式会社日本ドリコム

生す生す生す
輝きを取り戻すう戻すう戻すう戻すう輝きを取り戻すう輝きを取り戻すう
増進の鍵と言えるのではないでえええ増進の鍵と言えるのではないでし増進の鍵と言えるのではないでし

本が再び本本本本が再び本が再び
重要です。重要です。重要です。
し うかし うかうか

することは、日こここすることは、日することは、日
うえでも非常に重えでも非常にえでも非常にえでも非常にうえでも非常に重うえでも非常に重

はな しな しはな し

我が国の大学を絶えざる挑戦と創大学を絶えざ大学を絶えざ大学を絶えざ我が国の大学を絶えざる挑戦と創我が国の大学を絶えざる挑戦と創
の中で競争力を高め ｢日本再生｣の本本本の中で競争力を高め ｢日本再生｣の輝の中で競争力を高め ｢日本再生｣の輝

造の場へと再へへへ創造の場へと再創造の場へと再
きを取り戻す輝きを取り戻す輝きを取り戻す

https://www.sankeisquare.com/ https://dricomeye.net/77_pdf/

総合政策学部総合政策学部

一般入試 Web出願開始

津田塾大学創設者

津田 梅子 1/6（月）
一般般入入試 Weebbb 開始出出出願開願開

1/6（月）

時代の求める課題解決能力を
実践的な学びで身につける
時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代ののののののの求求求求求求求求求求求求めめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるる課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力ををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践的的的的的的的的的的的的なななななななななな学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびでででででででででででで身身身身身身身身身身身身ににににににににににつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
時代の求める課題解決能力を
実践的な学びで身につける

学芸学部 総合政策学部

髙橋 裕子

津
田
梅
子
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
受
け
継
ぎ

変
革
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

1980年津田塾大学学芸学部英文学科
卒業後、ロータリー財団奨学生として
カンザス大学で学ぶ。1984年筑波大学
大学院修士課程（国際学修士）、1989
年カンザス大学大学院（Ｐｈ.Ｄ.）。桜美
林大学専任講師・助教授を経て、1997
年津田塾大学学芸学部英文学科助教
授。2004年教授に就任。広報・学生担
当、学務担当学長補佐、研究支援担当
学長特別補佐などを務め、2016年より
現職。

　
　

創
立
者
・
津
田
梅
子
が
新
五
千

円
札
の
肖
像
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

財
務
省
の
選
定
理
由
に
は
、
津
田

梅
子
が
近
代
的
な
女
子
高
等
教
育
に

尽
力
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
学
は
来
年
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
長

き
に
わ
た
っ
て
社
会
に
寄
与
す
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と

も
、
梅
子
の
評
価
を
高
め
て
き
た
ポ

イ
ン
ト
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　

「
変
革
を
担
う
女
性
の
育
成
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

津
田
梅
子
が
１
９
０
０
年
に
本
学

の
前
身
で
あ
る
「
女
子
英
学
塾
」
を

設
立
す
る
際
に
は
、
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
世
界
を
切
り
拓
い
て
く
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
女
性
の
育
成

を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
受
け
継
ぐ
べ
く
３

年
前
に
新
設
し
た
の
が
総
合
政
策
学

部
で
す
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
に
加
え
て
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
や
デ
ー
タ
・
サ

イ
エ
ン
ス
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、

現
代
社
会
に
お
け
る
課
題
に
取
り
組

む
学
び
が
特
色
で
す
。
例
え
ば
、
過

疎
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
地
元

の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
と
い
っ
た

課
題
解
決
型
の
手
法
を
用
い
た
学
び

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー
」
が

中
心
と
な
り
、
海
外
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

こ
え
た
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
が
自
分
を
見
つ
め
、
社
会
と
つ

な
が
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
研
究
面
で
は
、
私
立
大
学

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
採
択

さ
れ
た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
」
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
々
を
包
摂
す
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り
方
な
ど
、
多
方
面
か

ら
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　

最
後
に
受
験
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
学
を
卒
業
し
て
い
く
学
生
た
ち

は
異
口
同
音
に
「
志
の
高
い
仲
間
と

出
会
え
た
こ
と
が
一
番
の
財
産
」
と

話
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員

も
志
の
高
い
学
生
た
ち
を
教
育
す
る

こ
と
に
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。
本
学
に
入
学
し
た
あ
か

つ
き
に
は
、
志
の
高
い
仲
間
と
熱
心

な
教
職
員
に
囲
ま
れ
、
自
分
に
は
大

き
な
伸
び
し
ろ
が
あ
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
は
ず
で
す
。
自
分
の
関
心
の

あ
る
分
野
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
惜
し
ま

な
い
学
生
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

スポーツ科学科　スポーツ健康モデル／スポーツ教育モデル／地域スポーツモデル

駿河台大学スポーツ科学部 2020年4月開設！

スポーツ科学の学びを通じて、
健康で文化的な生きがいのある
生活が送ることができる社会を構築することに
貢献するスポーツ人を養成します。

学長

大森 一宏

早稲田大学政治経済学部卒業、同大学
院にて博士（経済学）取得。主な専門分
野は日本経済史、日本経営史。 2006年
４月駿河台大学経済学部（現経済経営
学部）教授に就任。2012年４月より経済
学部長、2015年４月より副学長、2016
年４月よりグローバル教育センター長
を歴任。2019年４月より学長に就任し、
現在に至る。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
２
０
２
０

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
で
生
き

る
力
、い
わ
ゆ
る「
駿
大
社
会
人
基
礎

力
」
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
学
部
開
設
の
意
義
で
す
。
ア
ス

リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
何
ら
か
の
形

で
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
り
た
い
学
生

た
ち
に
、
様
々
な
学
び
の
場
を
提
供

し
ま
す
。
中
で
も
科
学
的
な
知
識
に

基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
指
導
法

を
学
ぶ
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
」、幅
広
い

知
識
を
ベ
ー
ス
に
合
理
的
で
効
果
的

な
指
導
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
「
ス
ポ

ー
ツ
教
育
」、ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
振
興

に
役
立
て
る「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
」の
３

つ
の
学
習
モ
デ
ル
を
用
意
。ス
ポ
ー

ツ
の
専
門
家
を
は
じ
め
、
多
彩
な
分

野
で
活
躍
し
、
広
く
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
て
ま
す
。

　
　

駿
大
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
・
強

化
を
図
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
１
の
展
望
は
。

　

特
に
教
育
力
の
向
上
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
「
駿
大
社

会
人
基
礎
力
」
を
確
実
に
身
に
付
け

さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
教
育
成
果
の
把
握
と
そ

れ
に
基
づ
く
教
育
改
善
、
主
体
的
な

学
び
の
推
進
、
さ
ら
に
学
習
支
援
の

強
化
と
い
っ
た
教
育
環
境
の
総
合
的

な
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学

習
支
援
で
は
、
学
生
た
ち
の
ど
ん
な

疑
問
や
悩
み
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
学
内
に
常
駐
す
る
教
員
を
配
置

し
、
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
駿
河
台
大
学
の
学
生
は
１

年
次
か
ら
少
人
数
の
ゼ
ミ
に
所
属
し

ま
す
が
、
各
ゼ
ミ
に
職
員
を
配
置
し

て
教
員
と
職
員
が
連
携
し
て
学
生
た

ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
根
本
に
は
駿
河
台
大
学
の
理
念

「
愛
情
教
育
」
が
あ
り
ま
す
。
き
め

細
か
く
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
教
育

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
と
の
貢
献
や
か
か
わ
り
を

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

駿
河
台
大
学
は
埼
玉
県
飯
能
市
を

拠
点
と
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
根

ざ
し
て
活
躍
で
き
る
学
生
を
育
て
る

こ
と
が
存
在
意
義
の
ひ
と
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
貢
献
の
一
例
と

し
て
、
毎
年
学
生
た
ち
は
飯
能
信
用

金
庫
な
ど
が
主
催
す
る
町
お
こ
し
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
飯
能
河
原
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

飯
能
を
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

聖
地
に
す
る
と
い
っ
た
提
案
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
駿
河

台
大
学
は「
愛
情
教
育
」を
実
践
し
、

学
生
全
員
が
地
域
で
輝
く
存
在
に
成

長
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

駿
大
な
ら
で
は
の
愛
情
教
育
で

地
域
社
会
で
輝
く
人
材
を
育
成



令和元年（2019年）１１月３０日　土曜日 ４

　
　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

日
本
版
２
０
１
９
「
国
際
性
」
の
分

野
で
全
国
５
位
、
首
都
圏
で
は
２
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

ど
の
大
学
で
も
国
際
教
育
に
は
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
国
際

教
育
は
建
学
の
理
念
に
あ
る
「
公
徳

心
を
体
し
た
真
の
国
際
人
の
養
成
」

が
礎
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ

が
、
今
の
社
会
に
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
公
徳
心

と
は
「
人
類
の
普
遍
的
な
価
値
観
に

立
ち
、
公
の
た
め
に
貢
献
す
る
心
」

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
文
化
や
歴
史
、
宗

教
、
民
族
の
垣
根
を
越
え
る
考
え
方

で
あ
り
、
社
会
で
活
躍
す
る
国
際
人

に
欠
か
せ
な
い
素
養
で
す
。
本
学
の

建
学
の
理
念
に
基
づ
く
教
育
が
世
界

レ
ベ
ル
の
国
際
教
育
と
し
て
評
価
さ

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
Ａ
Ｉ
の
進
化
に

よ
っ
て
「
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
」

が
問
わ
れ
る
時
代
が
必
ず
く
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
際
、
理
屈
抜
き
で
公
の

た
め
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
公
徳
心

こ
そ
が
、
人
間
ら
し
さ
の
何
よ
り
の

証
明
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

駅
伝
や
硬
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
の
活
躍
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

東
京
ド
ー
ム
４
個
分
の
広
大
な
敷

地
に
最
新
の
設
備
を
備
え
た
坂
戸
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
日
々
多
く
の
学
生
が

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
指

導
者
に
は
競
技
者
と
し
て
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
し
、
な
お
か
つ
人
間
的

に
も
素
晴
ら
し
い
方
々
を
招
へ
い
し

て
い
ま
す
。
学
生
が
感
受
性
の
豊
か

な
時
期
に
競
技
者
と
し
て
も
人
間
と

し
て
も
優
れ
た
指
導
者
と
接
す
る
こ

と
は
、
人
格
形
成
に
お
い
て
非
常
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
　

２
０
２
３
年
９
月
に
は
池
袋
国

際
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
ま
す
。

　

未
来
型
都
市
と
し
て
再
開
発
が
進

む
池
袋
、
し
か
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
目

の
前
に
は
防
災
機
能
を
備
え
た
区
内

最
大
面
積
の
公
園
が
広
が
る
と
い
う

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
国
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
３
５
０
０
人
の
学
生

が
集
う
知
の
交
流
拠
点
と
な
る
予
定

で
す
。

　

先
日
も
地
域
の
方
々
と
の
会
合

で
、
東
京
国
際
大
学
へ
の
期
待
を
込

め
た
あ
り
が
た
い
言
葉
を
頂
戴
し
、

嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
開
学
以
来
、
川

越
と
坂
戸
の
地
で
公
徳
心
教
育
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
が
、
創
立
54
年
を

超
え
た
今
、
い
よ
い
よ
東
京
国
際
大

学
の
新
た
な
発
展
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

池
袋
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
、

公
徳
心
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信

（法科大学院）
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1955年生まれ。1978年専修大学商学部
会計学科卒業。1983年同大学大学院商
学研究科博士後期課程単位取得満期
退学。博士（経営学）。1983年同大学商
学部助手。同助教授を経て、1995年同
教授。2013年商学部長。2016年より現
職。専門は会計史。著書に『近代イギ
リス鉄道会計史－ロンドン・ノースウ
ェスタン鉄道会社を中心に－』など。

　
　

教
育
理
念
と
し
て
「
社
会
知
性

の
開
発
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
。

　

「
社
会
知
性
の
開
発
」と
は
、「
大

学
で
学
ぶ
知
識
や
技
能
を
自
分
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
企
業
、
地

域
、
そ
し
て
世
界
に
役
立
て
る
も
の

と
し
て
実
践
す
る
」
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
現
代
社
会
に
は
、
喫
緊
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決

に
は
、
地
球
的
視
野
か
ら
諸
問
題
を

把
握
す
る
力
、
独
創
的
発
想
力
、
さ

ら
に
は
深
い
人
間
理
解
や
倫
理
観
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
新
時
代

の
社
会
が
求
め
る
知
性
こ
そ
、「
社

会
知
性
」
で
あ
り
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
自
己
実
現
に
生
か
せ
る
知
で
あ

る
と
同
時
に
、「
専
修
大
学
が
創
り

育
て
る
知
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

創
立
１
４
０
周
年
に
向
け
、多
彩

な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

２
０
２
０
年
に
迎
え
る
創
立
１
４

０
周
年
に
は
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が

誕
生
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
で
き
る
日
本
語
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
育
成
す
る
日
本
語
学
科
と
、
複

数
の
外
国
語
と
世
界
の
文
化
を
学
ぶ

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

か
ら
な
り
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
経
済
学
部

の
学
科
を
再
編
し
、
現
代
経
済
学
科

と
生
活
環
境
経
済
学
科
を
新
設
し
ま

す
。
既
存
の
国
際
経
済
学
科
と
の
3

学
科
体
制
で
、
経
済
学
の
知
見
を
よ

り
良
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
る
経
済
人
の
輩
出
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
２
０
１
９
年
に
は
、
経

営
学
部
に
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

科
、
文
学
部
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
を
開
設
す
る
な
ど
、
社
会
が
求
め

る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

新
校
舎
建
設
も
進
め
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
が
。

　

２
０
２
０
年
の
春
に
は
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
16
階
建
て
の
高
層
新
校

舎
が
誕
生
し
ま
す
。
留
学
生
な
ど
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ロ
ア
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

も
配
置
。
新
設
す
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
既
存
の
法
学
部

に
加
え
、
商
学
部
が
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
移
転
さ
れ
ま
す
。
学
生
の
利

便
性
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
3
学
部

間
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
本
学
は
、
学
生
の
目
線
に
合
わ

せ
て
、
体
系
的
か
つ
効
率
的
な
「
学

び
の
力
」
を
よ
り
強
化
し
、
教
育
の

質
の
保
証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
本
学
を
志
望
す
る
人
に
は
、
自

分
が
熱
中
で
き
る
も
の
を
探
し
て
一

心
不
乱
に
努
力
し
、
こ
こ
か
ら
巣
立

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

創
立
１
４
０
周
年
の
伝
統
と
実
績
を
基
盤
と
し

「
社
会
知
性
の
開
発
」を
通
し
て
日
本
の
未
来
を
開
く

1951年静岡県生まれ。1975年東京農
業大学農学部醸造学科卒業。同年東京
農業大学助手、同講師、同助教授を経
て、2000年から同大学応用生物科学
部教授。1988年農学博士。2007年7月
から学校法人東京農業大学評議員・理
事、2008年10月から学校法人東京農業
大学常務理事。2015年7月から現職。
2017年東京農業大学名誉教授。

　
　

総
合
情
報
学
部
に
加
え
看
護
学

部
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
相
乗

効
果
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る

超
高
齢
化
社
会
の
訪
れ
に
よ
っ
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
病

院
中
心
の
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
の

転
換
が
進
み
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
遠
隔
看
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
本
学
の
強
み
で
あ
る
「
情
報
」

と
「
看
護
」
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
ま
す
。
こ
の
２
学
部
体
制
に

よ
る
教
育
は
時
代
の
要
請
に
も
合
致

し
て
お
り
、
建
学
の
精
神
「
未
来
を

切
り
拓
く
」
と
、
教
育
理
念
「
現
代

実
学
主
義
」
を
念
頭
に
置
き
、
日
々

進
化
す
る
情
報
技
術
を
利
活
用
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
本
学
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
情
報
」と「
看
護
」の
相
乗
効
果
に

よ
っ
て
新
た
な
学
び
が
生
ま
れ
、

「
未
来
を
切
り
拓
く
」
可
能
性
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　

３
年
目
を
迎
え
た
看
護
学
部
の

研
究
・
教
育
面
の
特
色
は
。

　

研
究
面
に
お
い
て
は
「
遠
隔
看
護

実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

産
学
連
携
の
も
と
、
次
世
代
の
看
護

に
必
要
な
情
報
技
術
を
用
い
た
遠
隔

看
護
の
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
面
で
は
病
院
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学

校
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

多
彩
な
実
習
先
で
実
践
的
な
学
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
看
護
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
カ
ナ
ダ

短
期
留
学
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
現

地
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
、
臨
床
実
践
英
語
を
学
ぶ

ほ
か
、
地
域
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
施

設
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
う
な

ど
し
て
、
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
　

教
学
環
境
整
備
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
度
化
す
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
や
学
生
の
意
欲
に
応
え
る
べ
く
、

学
内
の
情
報
教
育
環
境
の
整
備
も
進

ん
で
い
ま
す
。19
年
夏
に
は
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
実
習
室
に
高
性
能
な
端
末

や
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
を
導
入
し
、

よ
り
実
践
的
な
教
育
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

一
環
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

連
や
英
語
、
会
計
学
な
ど
の
資
格
取

得
や
技
術
習
得
の
た
め
の
課
外
講
座

「
ス
コ
ー
ラ
」を
展
開
し
て
お
り
、
専

門
的
で
少
人
数
制
に
よ
る
き
め
細
か

な
指
導
が
学
生
に
も
好
評
で
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
総
合
情
報
学
部
の
就
職

率
は
高
い
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

「
情
報
」
と
「
看
護
」
の
相
乗
効
果
で

〝
未
来
を
切
り
拓
く
〞
人
材
を
育
成

総長

森本 敏
東京都出身。防衛大学校卒。防衛庁、外
務省、野村総合研究所主席研究員、初
代防衛大臣補佐官、第11代防衛大臣、
防衛大臣政策参与、本学教授、海外事
情研究所所長を歴任。桂太郎塾塾長。

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
「
桂
太
郎
塾
」
で

次
代
の
日
本
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

本
学
の
創
設
者
で
あ
る
桂
太
郎
公

爵
は
、「
松
下
村
塾
」
を
開
い
た
吉

田
松
陰
を
敬
慕
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
桂
公
爵
の
志
を
継
ぐ
べ
く
、
現

代
版
「
松
下
村
塾
」
と
し
て
、
平
成

21
年
か
ら
「
桂
太
郎
塾
」
を
開
塾
し

て
い
ま
す
。
本
塾
は
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
う
る
人
材
を
養
成
し
、
国
家

の
発
展
と
繁
栄
、
世
界
の
平
和
と
安

寧
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
志
あ
る
学
部
生
を
選
抜
し
、

通
常
授
業
の
ほ
か
に
特
別
教
育
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
　

具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

研
修
期
間
は
約
１
年
間
で
、
主
と

し
て
土
曜
日
に
講
義
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
行
い
、
さ
ら
に
、
合
宿
研
修
や
各

種
施
設
見
学
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
社
会
に
出

て
必
要
と
さ
れ
る
情
報
収
集
力
・
発

信
力
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
的
に
論
文

発
表
、
集
団
討
論
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
課
外
研
修
で
は

桂
太
郎
旧
宅
や
松
下
村
塾
を
訪
ね
る

毎
年
恒
例
の
合
宿
の
ほ
か
に
、
海
外

合
宿
研
修
と
し
て
台
湾
や
韓
国
を
訪

問
し
、
現
地
の
大
学
生
と
討
論
会
を

行
う
な
ど
時
流
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　

塾
生
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

「
桂
太
郎
塾
」
は
特
別
授
業
で
あ

る
と
同
時
に
「
人
間
形
成
の
場
」
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
礼
儀
や
規
律
、
社
会
規
範
意

識
の
向
上
の
た
め
に
、
塾
生
た
ち
の

日
常
行
動
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
厳

し
く
指
導
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
困

難
に
も
耐
え
う
る
強
靭
な
精
神
力
を

鍛
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
ら
し

さ
が
磨
か
れ
、
価
値
あ
る
生
き
方
が

享
受
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
塾
生
た

ち
に
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
で
、
次
代
の
日
本
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
に
は
、「
人
種
の
色
と
地
の

境
、
我
が
立
つ
前
に
差
別
な
し
」
と

本
学
の
校
歌
に
も
謳
わ
れ
て
い
る
と

お
り
、自
国
を
愛
し
、他
国
を
敬
う
態

度
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本
塾
は
、偏
狭
で
排
他
的
な
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
捨

て
、
自
己
主
張
の
み
に
陥
る
こ
と
な

く
、
相
手
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る

柔
軟
性
、協
調
性
、バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
、

社
会
変
革
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
夏
竣
工
し
た
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
の
新
実
験
実
習
棟
に
続
き
、
来
春

に
は
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
研
究

棟
が
完
成
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
創
立
１
３
０
周
年

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
農
大
サ
イ
エ
ン
ス

ポ
ー
ト
」
と
名
付
け
た
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
研
究
棟
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
や
り
た
か
っ
た
こ

と
の
多
く
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
は
、

こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
の
棟
や
階
に
分

か
れ
て
い
た
87
も
の
研
究
室
を
全
て

集
約
。
そ
れ
に
よ
り
教
員
は
も
ち
ろ

ん
学
生
同
士
の
出
会
い
や
交
流
が
生

ま
れ
、
新
た
な
気
づ
き
が
も
と
に
な

っ
て
共
同
研
究
が
始
ま
る
と
い
っ
た

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
寄
付

講
座
や
寄
付
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
研
究
室
を
教
員
と
学
生
、
企
業

が
共
同
で
使
う
こ
と
で
産
学
連
携
を

図
る
ほ
か
、
従
来
は
キ
ャ
ン
パ
ス
単

位
だ
っ
た
事
務
室
を
学
部
単
位
で
設

置
。
よ
り
き
め
細
や
か
に
学
生
や
研

究
室
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
研
究
力

を
伸
ば
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
学
分
野
に
お
け
る
世

界
的
な
拠
点
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
最
先
端
の
通
信
機
能
を
備
え
た

国
際
セ
ン
タ
ー
を
建
設
予
定
。
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
た
農
学

を
学
べ
る
環
境
へ
と
進
化
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

「
実
学
主
義
」
を
よ
り
強
め
て

い
く
方
針
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
人
類
が
1
万
年
も
の

間
営
ん
で
き
た
農
業
は
す
べ
て
の
産

業
の
基
礎
で
あ
り
、
食
料
不
足
や
環

境
汚
染
な
ど
人
類
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
す
る
解
決
の
糸
口
が

農
業
の
中
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

今
後
は
農
業
の
学
び
や
研
究
が
ま
す

ま
す
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
東
京

農
大
の
真
価
を
発
揮
す
べ
き
時
代
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
こ
数
年
、
学
部
改
組
な
ど
を

継
続
し
て
行
っ
て
き
た
成
果
は
。

　

我
々
が
行
っ
て
い
る
学
び
の
内
容

を
よ
り
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
学
部
改
組
で
し
た
が
、
結
果
と

し
て
は「
農
業
」と
い
う
枠
に
縛
ら
れ

な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
持
っ
た
学

生
や
女
子
学
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で
少

な
か
っ
た
層
の
学
生
が
増
え
、
い
ず

れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
活
気
づ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
後
は
酒
造

や
造
園
、
バ
イ
オ
関
係
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
積
極
的

に
紹
介
し
、
本
学
の
学
び
に
は
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
習
棟
や
研
究
棟
の
新
設
で
、

「
農
」に
お
け
る
世
界
的
な
拠
点
大
学
に

教育情報・企画部広報課

科
学
技
術
と
芸
術
・
語
学
を
融
合
し
た

「
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」で
、革
新
的
な
発
想
力
を
育
む

現在、日本私立大学協会常務理事。
「ハーバード大学の戦略」「授業の評
価」「教育の挑戦」など著書・訳書多数。

　
　

貴
大
学
が
推
進
す
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」
と
は
。

　

社
会
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
・
多

様
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
個
々

の
学
問
分
野
が
独
立
し
て
教
育
・
研

究
を
進
め
る
だ
け
で
は
、
も
は
や
解

決
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
で
必
要

な
の
は
、
異
な
る
分
野
の
学
問
を
融

合
し
た
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

す
。
欧
米
で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人
材

を
養
成
す
べ
く
、
科
学
、
技
術
、
工

学
、
数
学
を
統
合
的
に
教
え
る
「
Ｓ※１

Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」
が
提
唱
さ
れ
、
近
年

は
芸
術（
Ａ
ｒ
ｔ
ｓ
）を
加
え
た
「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
本
学
で
は
こ
こ
に
「
Ｅ※２
Ｌ
Ｆ

（
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
）
」

を
融
合
さ
せ
、
独
自
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
教
育
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い
学
部
横

断
型
の
教
育
・
研
究
を
実
現
し
、
革

新
的
な
発
想
力
で
新
た
な
価
値
を
創

造
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

　
　

新
た
な
学
修
施
設
も
建
設
中
で

す
ね
。

　

２
０
２
０
年
４
月
に
利
用
を
開

始
す
る
の
が
、Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

の
拠
点
と
な
る「STREAM

 Hall 
2019

」で
す
。
農
・
工
・
芸
術
学
部
生

が
学
ぶ
施
設
で
、
学
生
や
教
員
が
学

部
を
超
え
て
互
い
の
教
育
・
研
究
に

触
れ
、自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
共
有
で

き
る
よ
う
、メ
ー
カ
ー
ズ
・
ル
ー
ム
を

数
多
く
設
け
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
に
は
、
実
験
室
と
工
房
を
配
し
た

「Consilience Hall 2020

」
も
利

用
開
始
し
ま
す
。
施
設
完
成
に
先
駆

け
、本
年
４
月
か
ら「
工
・
農
・
芸
融
合

価
値
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、３
学

部
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
一

緒
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
も
の
。

専
門
以
外
の
分
野
に
触
れ
る
か
ら
こ

そ
刺
激
を
受
け
、
自
身
の
発
想
力
を

高
め
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

先
端
技
術
を
駆
使
し
た
科
学
研

究
に
も
注
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
農
園
で
の
野
菜
生
産
の
事

業
化
が
軌
道
に
乗
り
、
よ
り
付
加
価

値
の
高
い
野
菜
の
栽
培
研
究
を
開
始

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
カ
リ
ウ
ム
の

摂
取
を
制
限
さ
れ
て
い
る
患
者
の
方

々
に
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
新
鮮
な

低
カ
リ
ウ
ム
野
菜
を
提
供
し
、
医
療

分
野
に
お
け
る
食
生
活
の
質
向
上
を

図
っ
て
い
く
。
研
究
を
進
め
る
上
で

は
農
学
の
み
な
ら
ず
、
医
学
や
工
学

な
ど
異
分
野
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
得
ら
れ
た
成
果
を
も
っ
て
い
か

に
社
会
に
貢
献
す
る
か
を
常
に
考

え
、
学
部
横
断
型
教
育
・
研
究
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 ※１ ＳＴＥＭ： Science, Technology, 

Engineering, Mathematics
※２ ＥＬＦ：English as a Lingua Franca

［ ］

［ ］ （視覚デザイン専攻＊／工業デザイン専攻＊）

工学部（機械工学科、電気電子工学科、応用化学科）／コンピュータサイエンス学部（人工知能専攻＊／先進情報専攻＊）／
メディア学部／応用生物学部（生命科学・医薬品専攻＊／食品・化粧品専攻＊）
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　　王立

　
　

実
学
主
義
に
基
づ
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
教
育
と
は
何
で
す
か
。

　

本
学
は
理
工
系
＋
α
の
学
び
を
網

羅
す
る
理
工
系
総
合
大
学
と
し
て
、

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
、
あ
る
い

は
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
技
術

を
探
求
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

も
「
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
実
学
主
義
教
育
の
推
進
、
教
育

力
の
強
化
、
社
会
の
要
請
に
基
づ
い

た
教
育
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ロ
ボ
コ
ン
出
場
や
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
電
気
自
動
車
開
発
な

ど
の
実
践
的
教
育
、
あ
る
い
は
Ｉ
ｏ

Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）の
基

礎
的
知
識
や
中
核
的
ス
キ
ル
の
修
得

を
目
的
と
し
た
実
践
的
な
開
発
体
験

な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
　

実
学
主
義
教
育
で
ど
の
よ
う
な

人
材
の
育
成
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

専
門
的
な
知
識
や
技
術
だ
け
で
な

く
、
変
化
し
て
い
く
社
会
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
け
る
適
応
力
の
養
成
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

基
礎
的
な
力
、
特
に
情
報
技
術
を
自

在
に
使
い
こ
な
す
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
系
科
目
を
全

学
部
必
修
と
し
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
系
科
目
の
必
修
化
も
進
め
て
い
ま

す
。
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
技
術

者
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
扱
え
る
人
材
と
し

て
活
躍
す
る
、
基
礎
力
と
応
用
力
を

兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
　

産
官
学
共
同
で
の
最
先
端
の
研

究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

大
学
の
役
割
を
考
え
る
と
、
研
究

面
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
教
員
が
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
航
空
機

エ
ン
ジ
ン
に
使
用
す
る
革
新
的
な
工

業
材
料
や
、
循
環
型
の
生
物
資
源
を

用
い
た
新
規
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
は
企
業
だ
け
で
な
く
、
国
の
機
関

に
よ
る
支
援
の
も
と
で
進
行
す
る
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
研
究
を
通
し
て
、学
生

た
ち
に「
技
術
で
社
会
を
豊
か
に
す

る
」と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

給
付
型
の
奨
学
金
を
支
給
す
る

奨
学
生
入
試
の
反
響
は
。

　

合
格
者（
全
学
部
合
計
１
０
３
名
）

に
、年
額
１
３
０
万
円
の
奨
学
金（
返

還
不
要
）を
最
長
４
年
間
支
給
す
る

制
度
で
、
奨
学
生
合
格
者
に
加
え

て
、
一
般
入
試
免
除
合
格
者
も
発
表

し
ま
し
た
。
次
の
入
試
で
３
年
目
の

実
施
と
な
り
ま
す
が
多
く
の
受
験
生

に
認
知
さ
れ
、
学
び
た
い
と
い
う
意

欲
あ
ふ
れ
る
優
秀
な
学
生
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

実
学
主
義
教
育
の
実
践
を
徹
底
し

基
礎
力
と
応
用
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成

　
　

貴
学
の
教
育
理
念
や
使
命
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
「
理
学
の
普
及
」
を
建
学

の
精
神
と
し
、「
自
然
・
人
間
・
社
会

と
こ
れ
ら
の
調
和
的
発
展
の
た
め
の

科
学
と
技
術
の
創
造
」
を
教
育
研
究

理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、「SDGs

」
や
「Society5.0

」に

代
表
さ
れ
る
未
来
社
会
が
目
指
す
方

向
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
技
術
革
新
の
高
度
化
・
複
雑

化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
新
た

な
課
題
解
決
策
を
見
い
だ
し
、
社
会

や
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材

お
よ
び
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
て
い

く
こ
と
が
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
３
１
年

の
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て
学
部

・
学
科
の
再
編
を
進
め
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
は
経
営
学
部
に
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
経
営
を
学
び
、世

界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る

「
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
」を
新

設
予
定
。
基
礎
工
学
部
は「
先
進
工

学
部
」に
名
称
を
変
更
し
、
２
０
２
３

年
度
に
は
同
学
部
に
「
物
理
工
学

科
」
と
「
機
能
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
」

を
新
設
す
る
予
定
で
す
。（
※
学
部
・

学
科
再
編
に
つ
い
て
は
構
想
中
で
あ

り
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る
）

　
　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
解
決
や
新
た
な
課
題
の
発
見
に

は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
価

値
を
生
み
出
せ
る
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
年
度
か
ら
、
人
工
知
能
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
に
関
連
す
る
研
究
を
推

進
す
る
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
と

と
も
に
、
学
部
横
断
型
の
教
育
と
し

て
、
数
理
統
計
、
機
械
学
習
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
な
ど
の
科
目
群
を
す
べ
て

の
学
生
が
履
修
で
き
る
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

最
後
に
志
願
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
関
門
科
目
の
設
定
な

ど
に
よ
り
、
実
力
を
備
え
た
学
生
を

社
会
に
送
り
出
す
「
実
力
主
義
」
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
教
養

教
育
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
英
語
教
育
の
推
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
本
学

の
充
実
し
た
教
育
研
究
環
境
を
最
大

限
に
活
用
し
、
最
先
端
の
専
門
知
と

幅
広
い
教
養
と
を
併
せ
持
つ
知
の
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
な
り
、
社
会
を

取
り
巻
く
困
難
な
状
況
を
打
破
し
う

る
人
材
に
成
長
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
育
研
究
環
境
の
高
度
化
を
進
展
さ
せ

社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
成

1972年、東京大学工学部機械工学科
卒業。1977年、東京大学大学院工学系
研究科博士課程修了、工学博士。1977
年、東京大学工学部講師。助教授、教授
を経て、2009年、東京大学理事・副学
長。2015年、理化学研究所理事、国立
がん研究センター理事（非常勤）を経
て2018年、東京理科大学第10代学長に
就任。その他、日本機械学会会長(第88
期)、日本学術会議第三部機械工学委員
会委員長(第23期)、米国機械学会フェ
ロー (終身会員)を務める。

松本 洋一郎



竹村 牧男

文学研究科／社会学研究科／法学研究科／経営学研究科／理工学研究科／経済学研究科／国際学研究科／国際観光学研究科／社会福祉学研究科／生命科学研究科／
ライフデザイン学研究科／学際・融合科学研究科／総合情報学研究科／食環境科学研究科／情報連携学研究科

　
　

今
年
は
創
立
者
で
あ
る
井
上
円

了
先
生
の
没
後
１
０
０
周
年
で
し
た
。

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
記
念
講
座

の
実
施
、
書
籍
の
発
行
な
ど
を
行
い

「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」

「
知
徳
兼
全
」「
独
立
自
活
」と
い
う

建
学
の
精
神
を
改
め
て
考
え
、
理
解

を
深
め
る
機
会
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
日
本
の
哲
学
教
育
の
第
一
人
者

で
あ
る
井
上
円
了
先
生
の
考
え
方

は
、
ス
ピ
ー
ド
と
変
化
が
重
視
さ
れ

が
ち
な
今
の
時
代
に
こ
そ
ま
さ
に
必

要
な
も
の
。
物
事
の
本
質
を
掘
り
下

げ
、
真
理
を
探
究
し
な
が
ら
主
体
的

に
生
き
る
大
切
さ
を
、
学
生
は
も
ち

ろ
ん
社
会
に
も
広
く
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

来
年
は
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
成
支
援
」
の
中
間
評
価
を

迎
え
ま
す
。

　

井
上
円
了
先
生
は
海
外
渡
航
が
難

し
か
っ
た
明
治
時
代
に
3
度
の
世
界

視
察
を
行
い
、
早
く
か
ら
国
際
教
育

の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
本
学
は
日

本
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す

る
大
学
を
目
指
し
て
国
際
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
当
該
事
業
で
定
め

ら
れ
て
い
る
共
通
の
目
標
及
び
指
標

に
つ
い
て
は
概
ね
順
調
に
達
成
で
き

て
い
ま
す
。

　

国
際
化
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
た
く
さ
ん
の

留
学
生
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
優
秀
で
学
習
意
欲
の
高
い
留
学

生
が
増
え
た
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は

大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
も
含
め

た
意
識
改
革
が
行
わ
れ
、
大
学
全
体

と
し
て
大
い
に
成
長
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
研

究
機
関
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
べ

く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
成

果
を
出
す
な
ど
、
研
究
力
の
強
化
も

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
や

新
学
部
開
設
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
。

　

現
在
、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東

京
都
）
で
は
情
報
連
携
学
部
・
研
究

科
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
が
、

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
）
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
研
究
科
を

２
０
２
１
年
に
こ
の
赤
羽
台
へ
移
転

し
、
２
０
２
３
年
に
は
新
学
部
・
学

科
へ
の
改
組
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
・
研

究
環
境
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
新
時
代

を
担
う
「
情
報
」「
福
祉
」「
ス
ポ
ー

ツ
科
学
」
の
学
術
拠
点
と
し
て
、少

子
高
齢
化
や
健
康
問
題
と
い
っ
た
社

会
課
題
の
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

哲
学
を
礎
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物
を
育
成

　等

　
　

伝
統
あ
る
少
人
数
教
育
や
新
た

な
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
創
立
以
来
、
徹
底
し
た
少

人
数
教
育
を
重
視
し
、「
ゼ
ミ
の
武

蔵
」を
標
榜
し
て
き
ま
し
た
。ゼ
ミ
は

４
年
間
必
修
で
、
教
員
や
仲
間
と
の

密
な
交
流
の
中
で
、
幅
広
い
教
養
を

培
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
重
点
を
置

い
た
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
部
の
特
性
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
を
充
実
さ

せ
、
様
々
な
場
で
活
躍
で
き
る
〝
グ

ロ
ー
バ
ル
市
民
〞
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
　

経
済
学
部
の
日
本
初
の
国
際
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？

　

「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と

の
パ
ラ
レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
こ
と
で
、
本
学
教
員
が

ロ
ン
ド
ン
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
英
語

で
行
い
、
約
４
年
後
に
２
つ
の
大
学

の
学
位
を
取
得
で
き
る
日
本
初
の
試

み
で
す
。
今
年
は
１
期
生
が
ロ
ン
ド

ン
大
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
　

人
文
学
部
、
社
会
学
部
に
も
グ

ロ
ー
バ
ル
に
特
化
し
た
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
ね
。

　

人
文
学
部
に
は
高
い
語
学
力
と
異

文
化
理
解
力
を
養
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー
ス
」
が
あ

り
、
ど
の
学
科
生
で
も
所
属
で
き
る

「
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ほ
か
、
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

置
し
、
い
ず
れ
も
半
年
ま
た
は
１
年

間
の
留
学
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
学
部
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」で
世

界
共
通
語
で
あ
る
「
デ
ー
タ
」
と

「
英
語
」
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま

す
。
１
年
次
は
集
中
的
に
英
語
力
を

磨
き
な
が
ら
、
高
度
な
デ
ー
タ
分
析

法
な
ど
を
修
得
。
２
〜
３
年
次
に
は

留
学
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

経
験
を
積
み
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
産
学
連
携
で

の
特
色
は
？

　

本
学
で
は
、
１
年
次
か
ら
就
業
観

を
育
成
し
ま
す
。
３
年
次
で
は
全
員

面
談
や
卒
業
生
に
よ
る
「
武
蔵
し
ご

と
塾
」
で
、
手
厚
い
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
か
ら
の

課
題
に
３
学
部
の
学
生
が
協
働
し
て

解
決
策
を
考
え
る
「
三
学
部
横
断
型

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
少
人
数
教

育
を
基
盤
と
し
た
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
進
路
指
導
教
員
を
対
象
と
し

た
調
査
で
も
、「
小
規
模
だ
が
評
価

で
き
る
大
学
」
「
面
倒
見
の
良
い
大

学
」
と
し
て
毎
年
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」

〝
ゼ
ミ
で
磨
く
、
世
界
を
生
き
抜
く
力
〞

総長
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学初の女性トップとして大規模な大
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昨
年
の
一
般
入
学
実
志
願
者
数

が
全
国
で
ト
ッ
プ
。
受
験
生
を
集
め

た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

か
つ
て
本
学
は
バ
ン
カ
ラ
な
校
風

で
し
た
が
、
校
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
を
機
に
教
学
環
境
が
整
備
さ

れ
、
女
子
に
も
抵
抗
な
く
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
刷
新
さ
れ

た
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
留
学
制
度
の
充
実
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
積
極
的
に

推
し
進
め
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
に
も
採
択
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
学
の
学
び
の
特
色
が
広

く
認
知
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

本
学
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
外
部

に
発
信
し
て
き
た
こ
と
や
、
時
代
に

即
し
た
入
試
制
度
に
改
め
る
な
ど
、

地
道
な
努
力
が
結
実
し
て
き
た
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

大
学
憲
章
に
「
自
由
を
生
き
抜

く
実
践
知
」
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

財
政
基
盤
を
確
立
し
、
持
続
可
能

な
大
学
運
営
を
行
う
た
め
に
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
大
学
運
営
の
根
幹

と
な
る
理
念
を
言
語
化
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
、
教
職
員
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
２
年
の
歳
月

を
経
て
生
ま
れ
た
の
が
大
学
憲
章
、

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
で
す
。

　

ま
ず
理
想
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
自
ら

の
立
っ
て
い
る
現
場
で
考
え
行
動
し

創
造
す
る
こ
と
で
、
自
ら
自
由
を
獲

得
し
続
け
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
知

性
を
意
味
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
創
設
し
た
「
実
践
知
大

賞
」
で
は
学
内
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
様
々
な
「
実
践
知
」
を
体
現
す

る
取
組
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
個
々
の
取
り
組
み
が
「
実
践

知
」
に
つ
な
が
る
活
動
だ
と
認
識
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
法
政
で
何
を
学
び
、
ど

う
卒
業
し
て
い
く
か
を
「
実
践
知
教

育
」
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
い
英
語
力
を
持
っ
た
学
生
に
は

よ
り
そ
の
力
を
伸
長
し
て
も
ら
う
べ

く
英
語
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｅ
Ｒ
Ｐ
）

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
英
語
の

授
業
の
み
で
卒
業
で
き
る
コ
ー
ス
を

設
け
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
、性
別
、国
籍
、

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多

様
な
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
知
の
拠
点

と
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
も
配

慮
し
た
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
に
即
し

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
を
積
極
推
進

　
　

昨
年
「
総
合
発
展
基
本
構
想
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
総
合
発
展
基

本
構
想
」
は
、〝
個
性
を
活
か
し
ア

ジ
ア
で
際
立
つ
大
学
〞
と
い
う
目
標

を
設
定
し
、
本
学
の
魅
力
度
を
向
上

さ
せ
て
い
く
プ
ラ
ン
で
す
。
教
育

力
、
研
究
力
、
国
際
化
、
ブ
ラ
ン
ド

力
、
経
営
力
、
競
争
力
の
６
つ
の
Ｋ

Ｇ
Ｉ
（
重
要
目
標
達
成
指
標
）
と
、

教
員
／
学
生
比
率
、
志
願
者
数
・
倍

率
と
い
っ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評

価
指
標
）
を
具
体
的
に
設
定
し
、
達

成
度
に
つ
い
て
も
客
観
的
に
検
証
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

２
０
２
０
年
４
月
に
人
工
知
能

科
学
研
究
科
を
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
は
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
の

姿
と
し
て
「Society 5.0

」
を
提
唱

し
て
お
り
、
そ
の
中
核
を
な
す
の
が

Ａ
Ｉ
で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
Ａ

Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
が
圧
倒
的

に
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人

材
を
育
成
し
、
社
会
の
新
た
な
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
本
学
が

掲
げ
る
「
普
遍
的
な
る
真
理
を
探
究

し
、
私
た
ち
の
世
界
、
社
会
、
隣
人

の
た
め
に
」
と
い
う
教
育
理
念
の
具

現
化
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

入
試
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
21
世
紀
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
英
語
４
技
能
は
必
須

で
す
。
し
か
し
、
個
別
の
大
学
入
試

に
お
い
て
４
技
能
を
測
る
に
は
限
界

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ

で
、
英
語
の
外
部
試
験
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

学
で
は
、
高
校
２
〜
３
年
生
の
２
年

間
に
外
部
試
験
を
受
け
て
、
そ
の
中

で
一
番
い
い
ス
コ
ア
を
提
出
す
る
と

い
う
方
式
で
す
。

　

現
在
一
般
入
試
全
学
部
日
程
は
１

試
験
日
で
す
が
、
そ
れ
を
５
試
験
日

に
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
最

大
５
回
、
文
学
部
で
は
６
回
と
同
じ

学
部
を
複
数
回
受
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
立
教
大
に
入

り
た
い
と
い
う
学
生
に
と
っ
て
、
受

験
機
会
が
格
段
に
増
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
２
０
２

０
年
度
か
ら
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
科

目
を
１
年
生
か
ら
必
修
化
し
ま
す
。

単
な
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
は
な
く
、

批
判
的
か
つ
論
理
的
に
考
え
る
力
、

情
報
を
収
集
し
て
活
用
す
る
力
、
他

者
と
建
設
的
に
議
論
す
る
力
な
ど
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

　

本
学
に
は
返
済
不
要
の
給
付
型
奨

学
金
が
37
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
地
方

の
受
験
生
に
も
多
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

1959年東京都生まれ。1983年法政大
学経済学部卒業。1988年立教大学大
学院経済学研究科経済学専攻博士課
程（後期課程）単位取得退学。同大
経済学部助手、専任講師、助教授を
経て、2001年同教授に就任。経済学
部長兼研究科委員長等を経て、2018
年総長就任。専門はアジアを中心と
した国際経済。著書に『現代アジア
経済論』などがある。

入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で

将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
獲
得
、
育
成

1969年日本大学歯学部歯学科卒業。
1973年同大学院歯学研究科歯科基礎
系修了。歯科医師、歯学博士。1979年
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2004年歯学部長、大学院歯学研究科
長。副総長を経て、2011年総長。2013
年学長制への移行に伴い現職。

大塚 𠮷兵衛

専門学校／高等学校／中等教育学校

　
　

創
立
１
３
０
周
年
に
向
け
、

「
日
本
一
教
育
力
の
あ
る
大
学
」
を

目
指
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
本
学
の
教
育
理

念
「
自
主
創
造
」
を
学
生
が
体
現
で

き
る
よ
う
、
基
礎
力
を
育
成
す
る
科

目
と
し
て
全
学
共
通
初
年
次
教
育
科

目
「
自
主
創
造
の
基
礎
１
、
２
」
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か

ら
は
文
字
通
り
全
16
学
部
に
同
科
目

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
大
学
・
短

期
大
学
部
の
全
学
生
を
対
象
に
「
日

本
大
学
学
修
満
足
度
向
上
調
査
」
を

実
施
し
て
お
り
、
５
万
人
以
上
の
学

生
か
ら
回
答
を
得
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
教
育
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。
学
部
・
学
科
に
よ
る
傾
向

の
違
い
や
改
善
の
材
料
と
な
る
デ
ー

タ
に
着
目
し
、
具
体
的
な
施
策
に
取

り
入
れ
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
生
発
案
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
学
学
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
実

現
さ
せ
る
の
が
「
自
主
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
す
。「
自
ら
学
ぶ
、
自

ら
考
え
る
、
自
ら
道
を
ひ
ら
く
」
能

力
を
実
践
の
場
を
通
じ
て
高
め
る
と

と
も
に
、
学
部
間
交
流
を
通
じ
て
多

様
性
に
対
す
る
気
付
き
を
与
え
、
自

ら
の
専
門
の
学
修
を
よ
り
深
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
生
た
ち

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
本
年
度
は
60
件
の
申
請

が
あ
り
、「
卒
業
生
と
新
入
生
を
繫

ぐ
、
家
具
バ
ン
ク
」
な
ど
、
33
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

学
部
横
断
型
の
研
究
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
文
・
理
・
医
系
か
ら
成

る
横
断
的
な
研
究
が
数
多
く
進
行
し

て
お
り
、
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
に

関
す
る
研
究
も
そ
の
一
つ
で
す
。
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
新
た
な
検
査

技
術
の
開
発
、
教
育
の
普
及
な
ど
を

行
い
、
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
教
育

研
究
拠
点
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
東
京
五
輪
後
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
旗
手
と
し
て
本
学
の
存
在
感
を
高

め
る
と
と
も
に
、
広
く
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
目
標
や
施
策
を

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
働
か
せ
、
次
へ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
な
体
制

の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
学
の

よ
う
な
大
規
模
で
多
く
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
抱
え
る
組
織
と
し
て
、
こ
れ
を

実
現
す
る
こ
と
で
よ
り
意
義
の
あ
る

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
を
育
む
た
め

き
め
細
や
か
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

２学部以上、５名以上で構成されたグループで参画し、
学生自身が「やってみたい」と思うことを発案して、

そのプロジェクトの内容に合わせて大学が補助金を支援します。

教育理念である「自主創造」の精神を持った人材を育成するため、
全学共通初年次教育科目「自主創造の基礎」を設置。

大学での学びに必要なスキルを身に付け、チームワークやコミュニケーション力を養います。

文系、理系、医歯薬系の学問の垣根を越えて１万人を超える学生が交流する、
本学ならではの“大規模交流授業”です。オープンで自由な会話を通じて、

新たな発想が生まれることが期待できます。

授業の改善に学生の考え方や視点を取り入れるため、
毎年、全学部・学科の学生、教職員が参加する学生参加型FD「CHAmmiT」を開催。

学生スタッフが企画し、学生と教職員が気軽な雰囲気の中で授業改善を楽しく語り合います。

日大生の“やってみたい”を実現する「日本大学自主創造プロジェクト」

「日本大学 学生FD CHAmmiT（ちゃみっと）」を毎年開催

主体性・協調性を磨く「日本大学ワールド・カフェ」

グループワークを中心に“大学で学ぶ力”を身に付ける「初年次教育」

インターネット
出願はコチラから

出願は、インターネットでの受付となります
インターネット出願は、インターネット上の入力フ
ォームで入力しただけで出願とはなりません。入学
検定料の支払いおよび出願書類が本学で受理され
て、初めて正式な出願となります。詳細は入学試験
要項をご参照ください。

1/ 5 一般入試出願受付開始

令和元年（2019年）１１月３０日　土曜日５
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